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Research Abstract

硫酸塩還元細菌と硫⻩脱窒細菌を利⽤した新しい廃⽔処理法の開発を⽬的として、発砲ポリプロピレン単体を充填した上向流⽣物ろ過装置を作成し、硫酸塩還元
槽、硫⻩脱窒槽の単独運転を⾏った結果、両槽にそれぞれの細菌を短期間で集積することが可能であった。次に、両槽を接続して運転を⾏った結果、硫酸塩還元槽
では硫酸塩還元に伴い蛋⽩質の分解と酢酸の⽣成が⾏われ、硫⻩脱窒槽では有機性脱窒と硫⻩脱窒が同時に起こり、処理⽔の窒素はほぼ0、TOCは20以下の良好な
処理⽔を得ることが可能であった。両槽の⽣物を採取して回分実験を⾏うことにより、両槽に⽣育する微⽣物の相について検討を⾏ったところ、硫酸塩還元槽内に
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⽣育した硫酸塩還元細菌は蛋⽩質からの酢酸⽣成に関与していることが明らとなった。硫⻩脱窒槽では、硫⻩脱窒細菌と有機性脱窒細菌が共存していたが脱窒速度
は有機性脱窒細菌の⽅が約10倍速かった。また、硫酸塩還元細菌も硫⻩脱窒槽に共存しており、その活性は硫酸塩還元槽と同程度であった。硫⻩脱窒槽内で硫⻩の
酸化還元のサイクルが形成されていると考えられた。 
以上のことから、硫酸塩還元槽で硫酸塩還元にともなって有機物を低分⼦化し、脱窒槽で硫⻩脱窒と有機脱窒を⾏うことによって、効率的な窒素除去が可能である
ことが明らかとなった。
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